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誰が出した声明か？ 
誰に向かって出した声明か？ 

本協議会（獣医系16大学の協議会：全国協議会）は獣医学大学教育を豊かで実り

あるものにするための考え方を提示する必要性を認識した。本協議会は、これま
での活動、諸問題の検討結果を総括し、新しい獣医学教育の方向性を示す必要
があると判断し、この声明を発するものである。 

・声明書案を作成、全国協議会に提示 
・16大学で検討、全国協議会で承認（全国協議会が声明した！） 
 
 
・全国４会場（大阪、東京、北海道、鹿児島）で、全獣医系大学教員に 
  説明し、同意を得た。 
・声明書のコンセプトに全教員が同意し、社会に声明したと考える 
   
   全国協議会ＨＰ，獣医師会誌、獣医學新報 
 



声明の骨子は？ 

第１章：この声明の趣旨 
 
第２章：獣医学教育に関係する諸動向 
 １、獣医学教育に対するニーズの変化（国内外のニーズ） 
 ２、文部科学省「協力者会議」答申（4本柱のロードマップ） 
 ３、農林水産省獣医事審議会答申（参加型実習） 
 ４、共同学部、共同教育課程の設置（設置審承認） 
 
第３章：この声明を発する必要性について 
 １、大学教育の質保証の確保 
 ２、コアカリキュラム作成 
 ３、コアカリと参加型実習 
 ４、参加型実習の必要性と課題の解決に向けて 
 
第4章：この声明の最後に当たって 



獣医学教育の改善・充実策 
リーダーは繰り返し、繰り返し 
説明と同意を得る必要がある 



獣医学教育のニーズ・状況の変化 

戦後の獣医へのニーズ：国内①新しい産業動物獣医学の確立 
②基礎獣医学の拡大・発展（生命科学）、③高度獣医療技術の推進 
④食の安全確保、⑤感染症・リスク分析・公衆衛生分野の充実 
 
国際ニーズ：①国際獣疫事務局（OIE）を中心とする獣医師の役割・ 
責任の明確化、②ＦＡＯ（食糧安定供給），ＷＨＯ（ズーノーシス統御）
による獣医師の責務③獣医サービス技術の高度化、斉一化 

文科省：教育のミッション、質保証、グローバル化（中教審） 
 協力者会議：シラバス分析、4本柱の教育改革、ロードマップ 
 共同学部、共同教育課程の設置認可 
農水省：獣医師法17条の見直し（参加型実習） 
全国協議会；目的と組織の改革 

ニーズの変化 

状況の変化 



獣医教育改革の戦略と戦術の変化 

戦略の変化 

戦術の変化 

・現場の改革から始める（ボトムアップ） 
  全獣医教員への説明と同意（全員参加型） 
    コアカリ、標準テキストの作成 
    参加型実習、共用試験 
    全国インターンシップ、第三者評価 
・護送船団方式の解消（出来る大学からやる） 
・国立大学の再編から私学を巻き込んだ教育改革へ 
・法人化後の大学の学部・大学を超えた改革 
・文科省と二人三脚で 

・改革理念は既に出来ている 
  トップダウン方式をやめ、ボトムアップにする 
・科学的な（エビデンスベースの）分析を改革の根拠にする 





メディアからの後押し、現場の若手も参加 
朝日新聞 平成24年1月15日 



教育改革戦略（第1期） 

望月公子会長（東大）により、６年制に向けての改革 
 第8回（58.4.1）～第16回（60.4.6）協議会会長 

①国立大学は再編整備を行なう（北、東、中、西部の４ブロック） 
   公衆衛生、臨床獣医学の充実、生命科学・国際対応の出来る獣医師 

②現有教官総数を基本とする 
③早急に概算要求などの行動に移る 
④学部創設を目指す 
⑤大学院設置を目指す 
⑥規模は25講座以上が望ましい（25ｘ3＝75名） 

 ＊再編整備は既成組織の改廃整理スクラップ・アンド・ビルド 
   の原則が要求されるとして、各大学に検討を要請。 

・現在に至る、教育改革のビジョンは、既にこの時に描かれている 
・獣医学教育改革が国立大学の範囲にとどまってしまった！ 



40年にわたる獣医学教育改革 
運動の集大成時に直面した 
我々は幸運である！ 

苦しくても、20年～30年後に 
評価されるような 

教育改革を進めるべきである。 


